
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

 少し離れた距離からでもよく見える超大型の Power Meter（HF 用）が欲しいと以前から思っていました。

工人舎から新しく発売された Power Meter KP-1は筆者の希望にピタリです。2015年の暮れにシャックに導

入しました。カタログの情報から想像力を逞しくして描いた製品のイメージと実際に導入したイメージとでは随

分異なり、聞く（聴く）と見る（観る）と使うとでは、情報量の差から描けるイメージが大きく変わります。実

際に使用して得られた情報から感想をお伝えすると共に、Power Meter を眺めながら QRV する楽しさや豊富

な機能性と優れたデザイン性をご紹介します。 

 

迫力満点 

 勢いよく電波が出ているぞ！と全身で感じながら送信操作をするのはとても楽しいものです。Bird 社の電力計

は有名ですが、SSBモードで運用すると針が大きく動かず、楽しさが醸し出されません。針は大きく振れ、ちょ

っと、Powerが出過ぎでは？と感じる時など目尻は下がり頬が弛みます。Power Meterが大きく振れると、視覚

を通じて脳への刺激が強く働き、脳が快感物質に支配されている状態だと思います。どのような製品も機能とデ

ザインが重要ですが Power Meter にはもう一つ視覚を激しく刺激する迫力が必要でしょ！と筆者は思っていま

す。KP-1に採用されている大型アナログクロスメータは、迫力と快感に強く作用してくれます。デジタル Power 

Meterのみでは、感じることができない喜びと満足感が得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 1 KP-1動作状況 

 

 

POWER METER KP-1 

JA1BBE 出野 義則 （Yoshinori Ideno） 

大型クロスメータで迫力満点、 
豊富な機能と優れたデザイン  

ユーザ導入レポート 

写真 1は KP-1が動作してい 

る状況です。レンジはMax1kw 

の位置です。 

CWモードでクロスメータは 

600W、デジタルメータの表示 

は 1kw（PEP）を超えています。 

SSBモードだと、クロスメータ 

が 250W近辺でデジタルメータ 

は 1kw（PEP）超えが表示されます。 

電波法の換算比に合致します。 



PEPとピークホールド機能 

 搬送波を伴わない SSB は、平均電力計で正確な測定ができません。また、平均電力計はレスポンスビリティ

ーに優れておらず、一呼吸の間が空く感が否めません。カレントトランス式やエレメント式で電力信号を検出し

検出データに少し加工を施し、ピークホールド機能(100ms～500ms)などを付加してユーザにフィードバックす

ることが重要です。KP-1は、ユーザの好みに応じてピークホールド時間を可変させる設定機能を有しています。

この組み合わせが、迫力感を醸し出す源かも知れません。 

 

 

 

アンテナの微調整に KP-1を活用 

 筆者は 1.8～1.9MHz帯と 3.5～3.8MHz帯に自作の同調整合装置（BC160H-3K）を CD78Jrに付加して運用

しています。おおよその調整は、耳 Sメータ（受信機の音量）で可能なのですが、最終の微調整に KP-1が活躍

します。 

 10W 程度の電力で送信しながら同調整合装置用コントローラの UP/Down スイッチ操作をすると反射波電力

計がゼロを示し、進行波電力計が最大値を示します。周波数にピタリとアンテナを同調整合させるにはとても微

妙な操作が求められるのですが、この操作が簡単に心地よくこなせるようになりました。大型クロスアナログメ

ータから得られる情報ならではの効果です。 

 7MHz 帯以上の周波数帯はエレメント長を可変（伸縮）できる KA1-404 を利用しており、お天気の状態（大

地の湿り具合など）やアンテナの高さや、発射する周波数に応じてエレメントの長さを調整し目的周波数に同調

整合させますが、この操作にも KP-1が大活躍します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足記述１】 

SWR 値のみに頼るアンテナ調整は好ましい方法とは言えませんが、給電部の電流と電圧の位相差を調べ位相

差が生じない対策や、リアクタンス成分を打ち消す対策が済ませてあれば、SWR値に頼る方法でアンテナを

調整しても、理論上大丈夫なはずであるという使い方なので誤解しないでください。 

SWR 値が 1.0だからアンテナの調整はバッチリと思う方も居られますが、決してそうではありません。  



シャック内レイアウトへの配慮 

Power Meter を設置したいシャック内の場所とシャック内の同軸伝送路が重ならないことがあります。

Power Meter KP-1は、検出器と表示器を合体または分離させて使うことが可能です。すなわち、Power Meter

設置場所までの余分な同軸伝送路をシャック内に設ける必要はありません。シャック内同軸伝送路の適切な場所

に KP-1 の検出器を挿入すれば測定が可能です。コリンズの 302C-3 にもこのような工夫がされていました。使

う人への設計者の熱い想いが伝わる工夫です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 2 表示器（本体）と検出器の分離が可能 

 

写真 2は表示器（本体）から検出器を外し、表示器の上に乗せた状態の写真です。分離させた場合表示器と検出

器の距離は約 1mです。よく調整されたアンテナであればこの距離をもう少し長くすることも可能だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足記述２】 

メーカに確認すると、検出器と表示器の距離は最大で 7m まで可能とのことです。シールドされたケーブル

で自作することもできます。また、ケーブルの自作など不得手な方は購入される時に相談されると良いと思

います。 



アンテナ系の異常検出と後処理 

 KP-1は予め設定した SWR値(1.4～2.5の範囲)を超えると、異常検出のプロテクトランプが点灯すると同時に

本体内のリレーも動作します。このリレー動作は様々な安全用途に利用できます。 

１）無線機の送信を止める 

２）リニアアンプの動作を OFFにする 

 ２）音や光を発して無線従事者に異常の警告をする 

 ３）アンテナをダミーロードに切り替える 

などです。  

 接続するアンテナを間違える、アンテナ調整が不十分な状態で誤って KEY DOWNする、など稀に操作ミス

をすることがあります。コンテストの時など頻繁に Band間を移動すると操作ミスの危険度が増します。操作ミ

スに気付くまで時間を要すると無線設備にダメージを与える恐れもあります。十分に確認を行うのですが、それ

でも人は必ずエラーを起こすものと我を信用せず、エラー回避を機械に頼ることができます。 

 

 筆者は、異常検出時アラーム音を発する付加装置を製作しようと計画しています。各種の実験用途が目的です。

例えば、アンテナへの供給電力を少しずつ上昇させ、160m バンドのスモールダイポールアンテナの耐電力の確

認等に使う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



筆者のシステム構成図 

 

 図 1は筆者のシステム構成図です。3系統の無線機と 2系統の HFアンテナを組わせてアマチュア無線を楽し

んでいます。寒い季節に関東地方は空気が乾燥しますので真空管式無線機を働かせ、オイルヒータの代わりに活

用しています。KP-1 の接続位置は図１の通りで、設置場所は写真 3 に示します。3 台の無線機の操作場所から

見やすい位置に KP-1を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 システム構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 見やすい位置に設置した KP-1 

 

 



大型クロスメータの LEDライト 

 

 深夜はシャック内のライトを落とし、ご近所に無線遊びを悟られないようにして無線運用を楽しんでいます。

ライトダウンさせても KP-1 に装備された LED ライトがクロスメータを浮かび出すように照らし、送信すると

デジタルメータも輝き値が表示され、まるでイルミネーションを眺めているかの如く、幻想的な感じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 4 LEDライトで浮き上がって見えるクロスメータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 送信するとデジタルメータも同時に輝く 

 

 

 

 



SWR値のデジタル表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 6 SWR値のデジタル表示 

 

 SWR 値のデジタル表示（写真 6）は、クロスメータでは読み取れない少数点第 2 位、第 3 位まで詳細に読み

取れます。インピーダンスを純抵抗の 50Ωに近づけて SWR値を限りなく 1.0に近づけても、電波伝搬に大差は

生じませんが、安心感が得られます。 

 KP-1を導入する前 KA1-404の調整は、コントローラに表示されている周波数と無線機の周波数を合致させる

程度の調整でしたが、KP-1 を導入後は SWR の最も下がる所に調整する運用スタイルに変わりました。見える

化が進むとどうしても気になります。 

 

詳細な機能・情報について 

 

 KP-1 の詳細な情報は、http://www.kojinsha.jp/kp-1/ から得る事が出来ます。取扱い説明書もダウンロード

することができます。ユーザ設定項目やユーザ設定方法なども紹介されていますが、インテリジェント POWER

計の主な機能を以下に紹介します。 

●P1モード・・・SWRによるプロテクトの Lockモード／自動復帰モードの設定 

●P2モード・・・SWRによるプロテクトの閾値（SWR値 1.4～2.5）の設定 

●P3モード・・・表示器（７セグメント LED）の輝度の設定 

●P4モード・・・PEPモードのピークホールド時間（100ms～500ms）の設定 

 

 デジタル Power計の表示は、レンジ切り替えとは関係なく 10w～10kwまで表示できるとのことです。筆者は

確認ができませんが、重要な機能だと思いますので記載しておきます。 

 

 

http://www.kojinsha.jp/kp-1/


まとめ 

 覗き込むようにしないとよく見えない Power Meter から少し離れえた距離の位置からでもよく見える KP-1

に変え、筆者の環境下でシステムの監視とシステムの運用が非常に楽しくできるようになりました。KP-1は 5kw

や 10kwのレンジも有しており、アマチュアにおいてはダミーロードを用いた各種実験などにも利用でき余裕度

に優れた製品です。オートアンテナチューナが標準装備される無線機を多用する今日において、アンテナ監視の

真の重要性を思い起こさせてくれる製品が KP-1だと思います。 

 

 


